2007年度　ブロック宣教司牧計画＜舞鶴ブロック＞
１．信仰・教会生活について生涯学習の充実を図る。

・「京都の大殉教」について学び、自己と教会の信仰を深める。

・「共同宣教司牧」の理念をさらに学び実践するための、様々な工夫と努力を重ねる。

・各小教区において、聖書勉強会を開催し、できるだけ多くの信徒・求道者が参加するよう働きかける。

　・小教区評議会規約を周知させ、「共同宣教司牧」の理念や「信徒会から評議会へ」の意識改革を図る。

　・待降節、四旬節の黙想会や講演会をブロックで企画、実施する。

２．ミサに多くの信者が与る工夫をする。
・司教様のブロック訪問に際し、できるだけ多くの信徒が参加するように促す。　
　・年間の典礼暦に基づき、できるだけ頻繁に御ミサや行事のスケジュールの案内を実施する。

　・子供たちの参加意識を促進するために、ブロック内で行われている「子供とともに捧げるミサ」に多くの子供が参加できるよう努力する。

・対日外国人に対して、英語ミサの広報の他、積極的に交流を行う。
　
３．青少年の教会生活の充実を図る。

・複数の教会合同で小中高生サマーキャンプを実施する。
　・教会学校の先生方の研修・養成を積極的に行う。

・青少年が教区の行事に出来るだけ参加するように促す。
　・バザーやクリスマスなどの教会行事では、できるだけ多くの子供たちや中学生・高校生に
一役を担ってもらい、教会の一員である意識付けを行う。

PAGE  
- 1 -

